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日時：2016年10月８日（土）13：30～16：30
会場：豊橋校舎　本館５階　第３・４会議室

  【講演１】南信の人びとの暮らしをささえた物流―南信濃からみた遠江・三河―
　　　　　　多和田雅保（横浜国立大学教育人間科学部教授）　

  【講演２】近世三遠南信地域の社会的紐帯―遠江から見た南信濃・三河―
　　　　　　大塚英二（愛知県立大学日本文化学部教授）　

  【講演３】三河における水陸の物流と秋葉信仰―三河からみた遠江・南信濃―
　　　　　　堀江登志実（岡崎市美術博物館副館長・愛知大学綜合郷土研究所非常勤所員）　

  【討論】パネリスト：多和田雅保、大塚英二、堀江登志実
　　　　コーディネーター：神谷　智

司会・神谷　ただ今から愛知大学地域研究機構が主催します「歴史の交流からみる三河・遠江・
南信濃」ということでシンポジウムを開始させていただきたいと思います。私、本日司会を務め
させていただきます地域研究機構長の神谷といいます。よろしくお願いします。
　地域研究機構というのは私が綜合郷土研究所の所長をやっておりますけど、その他に中部地方
産業研究所、三遠南信地域連携研究センター、地域政策学部にあります地域政策学センターの四
つでなっておりまして、この地方の経済、現状も含めてそれぞれ研究し、地域との連携を図って
いこうという組織です。去年も防災ということでシンポジウムを開催させていただきました。今
回は三遠南信についての歴史、あまり古い時代ではなくて江戸時代及び明治、近代の中から交流
について考えてみたいと思って開催させていただきました。特に大きな論点を出すとかそういう
ことではありません。それぞれの個別事例からこの三つの地域の連携性をいろいろ考えることが
できれば、その叩き台というか、一つの踏み台になれば良いかと思って開催させていただきたい
と思います。おおよそのスケジュールですけども、まず、多和田さんと大塚さんに40分ずつご報
告いただいて３時前後に一度休憩をとります。その後堀江さんに40分ほどご報告いただいて３時
45分から４時半ぐらいにかけてパネルディスカッションをしていただいて、前半は三報告者の討
論、その後フロアの皆さんからのご質問等を受け付けていきたいと思います。ハードなスケジュー
ルになっておりますので皆様のご協力をよろしくお願いします。

第２回愛知大学地域研究機構シンポジウム

交流の歴史からみる三河・遠江・南信濃


